
訪問先NGOについて

アフェシップ・フェア・ファッション AFESIP Fair Fashion（プノンペン）

2003 年設立。人身売買、性的搾取の被害にあった経験を持つ女性たちが、経済的に自立
できるよう、女性たちがフェアトレードの服飾雑貨を製作・販売している縫製所です。縫
製技術の習得だけでなく、能力開発、人身売買・性的搾取の被害女性たちへのリハビリ
テーションとエンパワーメントを組み込んだ社会的企業でもあります。

女性たちの中には幼い子どもをもつ母親も多いのですが、すべての女性たちが安心して働
き、経済的に自立できるためにどのような職場環境・福利厚生を整備しているかスタッフ
から話を聞き、縫製作業現場も見学します。

フレンズ・インターナショナル Friends-International（プノンペン）

1994 年設立。ストリートチルドレンのための教育や職業訓練、政府に対する政策提言な
ど、さまざまなプログラムを実施しています。

ツアーでは、子どもたちを性的搾取や児童労働から守るチャイルドセーフ・ネットワーク
事業についてスタッフから話を聞き、実際に子どもを守るトレーニングを受けて街で活躍
しているトゥクトゥクのドライバーに、インタビューをします。

ツアーご出発の前日に、シーライツ事務所にてカンボジアの子どもの現状と支援につい
て、旅行上の注意などをご説明する事前学習会を開催します。また、ツアー2・3日目に
スバイリエンの村の子どもたちと行うワークショップの準備を進めます。

シーライツの活動地域 スバイリエン州について

ベトナムとの国境沿いに位置するスバイリエン州は、カンボ
ジアで最も貧しい地域の一つです。シーライツの活動する村
では、貧困から子どもをベトナムへ物乞いや出稼ぎに出す家
庭が多く、子どもたちは児童労働や人身売買の危険にさらさ
れています。
シーライツは「子どもの権利」に基づき、地域の子どもや大
人を対象とした啓発活動や、図書室の運営、校外学習を通し
て、子ども主体のコミュニティづくりをおこなっています。

にｎ

認定NPO法人 国際子ども権利センター（シーライツ）とは

1992年の設立以来、権利侵害にあった子どもたちを守るために国際支援を実施してき
ました。2004年からカンボジアで活動を始め、貧しい子どもたちが人身売買や児童労
働の被害に遭うことなく学校に通い続けられるよう、地域の子どもやおとなたちと一
緒に貧困改善や子どもの権利について啓発活動を続けています。


